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第3回ショプノサマーコンサート�
日時●7月12日（土）14：00～16：00�
場所●ビバシティ彦根（2F）ビバシティホール�
協力金●1,000円・高校生以下無料�
連絡先●NPO法人バングラデシュ視覚障害者�
支援協会ショプノ　TEL:0749-24-6724

夏休み　お話と音楽のひととき�
画本　宮澤賢治　よだかの星�

バングラデシュの視覚障害者の「進学」の夢
を奨学金や点字板の提供で支援しています。
バングラデシュの民族音楽グループと滋賀県
立盲学校OBによるハワイアンバンドなど、日
本とバングラデシュの音楽交流イベントです。�

日時●7月21日（海の日）13：15～15：30�
場所●しが県民芸術創造館ホール�
入場料●大人500円・高校生以下無料�
連絡先●子ども図書館の設立を考える会�
TEL:077-549-3515�
どんな小さなお子さまでも（赤ちゃんでも）入場でき
ます。手話通訳あり。画面の点字解説も配布。ピ
アノ、フルート、オーボエの演奏で
物語りの世界を表現します。�
出演●読み聞かせ：中野栄美子
（FM滋賀パーソナリティー）�
演奏●アンサンブル・シャーラ／
呉山平煥（元京都市交響楽団・
首席オーボエ奏者）�

▲昨年の様子�

1■ＮＰＯさぽーとぽけっと� 5■市民団体活動紹介�
　ＮＰＯのわッ�
●特定非営利活動法人�
　日吉台の福祉を語る会『あじさいくらぶ』�
●ボランティアグループ○（わ）�
●特定非営利活動法人 家棟川流域観光船�

3年先の自分たちをデザインしよう�
～3年先の目標づくり始めの一歩～�

7
■おうみネット★�
　INFORMATION�
　6月・7月�

特集●淡海とぴっくす�

「市民活動団体バス」は�
地域をつなぐ�

2
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活動を進めて行く上で、どれくらい先まで見通していますか？
1年毎の計画で、毎年同じ事の繰り返しになっていませんか？
遠い将来の理想像も大事ですが、3年程度先を見通して目標「ゴ
ール」を設定することで、活動の具体的なステップが見えてきま
す。

まず、めまぐるしく変化する社会環境を見すえて、3年先に到
達していたい目標を描いてみましょう。
①運営メンバーで「3年後はこうなっていたいね」と夢を語り合っ
てみてください。
②出てきた目標を皆に見えるように具体的に書き出していき、活
動の目的に合った、実現可能な計画に絞り込みます。
③その際に、目標に到達できたかどうかが、皆で分かるような具
体的な表現を心がけます。
④3年先の目標に向かって、「1年目」、「2年目」の到達点を決めま
す。
いかがですか？「事業を進めていくうちに目標に近づいていく」
より「近づくためには何をすべきか」を理解して活動する方が、
達成感があり、「やる気」が出ると思いませんか？

計画を立てた後は、目標を分かりやすく数値で表すなどして、
現場のスタッフはもちろん、利用者、参加者にもニュースレター
などで知ってもらい、意見を求める機会を作りましょう。周りの
理解を得ることも大切です。

次に、各年の達成度を
振り返ってみましょう。
目標を設定した1年目、

2年目の活動の区切りに
「何ができたか、何ができ
なかったか」を皆で考え
て、次の年の目標を修正
することが大切です。
団体運営を円滑に進め

るためにPlan（目標、計
画を立て）→Do（それを
実行し）→Check（計画と実施との差を見つけ）→Action（次の
Planへ組み込む）という手法があり、「P-D-C-Aサイクル」と言い
ます。この手法を活用することで、次の計画・目標がわかりやす
くなります。

3年先の目標を立てるためには、「先見性」が不可欠です。普段
から新聞などで社会や経済の流れを知るのはもちろん、市町の広
報誌などで活動地域の行政の動きや公民館や交流センターなどか
ら他のNPOの活動を知るなど、日頃から情報収集して、団体運営
（マネジメント）に活かしてください。
次回は、具体的な計画を立てていきます。

3年先の自分たちをデザインしよう!～3年先の目標づくり始めの一歩～

NPO SUPPORT POCKET
あなたのＮＰＯ活動をサポートする情報をお届けします。�

●NPOさぽーとぽけっと●�

★3年先の目標を出し合うためのポイント
・社会や地域の変化とニーズを書き出せているか？

・目標を実現するためにどんな活動を行うのか？

・目標に向かうための収入と支出の計画はあるか？

・どんな人材が必要か？その役割分担は考えているか？

Plan
Do

Check
Action

Plan

Plan

Do

Check
Action

この度、淡海ネットワークセンターでは設立10年を記念して『滋賀の市民社会のカタチ　気

楽に元気で　－淡海ネットワークセンターの10年－』を出版することができました。多くの

方々のご協力の賜物と深く感謝しております。タイトルとした「気楽に元気で」は、日q敏隆

（元滋賀県立大学学長/おうみ未来塾塾長）の巻頭メッセージからとりました。一人ひとりが、

それぞれ楽しく元気に活躍していけば、滋賀は楽しく元気になる。気楽に元気でいろいろなこ

とをやっていこう。「気楽に」という言葉の意味は深いですね。肩に力が入り過ぎるときにも

使えるし、あまり難しく考えず動こうよと、自分に言い聞かすときにも使えます。とかく暗く

て重い社会問題が山積する中、哲学的な心のよりどころとなる言葉であると気づきました。

さて、今年はおうみ未来塾にも10期生が入ってきます。卒塾生も合わせて250名の方々が、

地域課題の解決に向け活動をしておられます。今年度はおうみ未来塾10年を記念して、卒塾生

の皆さんで企画をしていただく予定です。どんな展開になるのか、楽しみです。白熱した議論

のときには、「気楽に元気で」と書いたカードを掲げましょうか。

自分が動けば、まわりの人も動き出す。そして、少しずつ何かが変わっていく。その積み重

ねが大きな社会変革の波を創りだす。まずは自分の足元から課題を発見し、活動していく。時

には苦しい道のりとなれども、「気楽に元気で」。

気楽に元気で

Essay・エッセイ

淡海ネットワークセンター事務局長 浅野 令子

市民の散歩道�
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「市民活動団体バス」は�
地域をつなぐ�

特集●淡海とぴっくす�

「市民活動団体バス」は�
地域をつなぐ�
ＮＰＯ法人数は、全国では34,371団体、滋

賀県では391団体となりました。(平成20年3

月末現在 内閣府)。地域の課題に市民自らが取

り組む市民活動・ＮＰＯへの期待はますます高

まり、活動の形も多様化しています。

昨年実施した淡海ネットワークセンター10周

年記念事業では、市民活動の抱える課題は多い

ながらも、これからの10年を展望して、市民活

動団体・企業・行政・地縁組織などが組織の枠

を超えて協働し、社会課題に取り組むことで、

課題は解決されていくという視点から、市民活

動の強みを活かした協働のあり方を探ってきま

した。

そこで今回は、市民を取り巻く多様な主体を

柔軟につなぐ市民活動の可能性について考えて

みました。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
知
る

淡海ネットワークセンターでは、「協働」とは、社会的な課題

解決に向けて、多様な主体が単独では対応できない、あるいは

単独では効果や効率が低いと考えられる課題について、それぞ

れの特性や特長を活かし、それぞれの役割や責任を明確にした

上で、共通の目標に向かって連携協力して活動を進めることだ

と考えています。

【市民活動の特性】
・自発性が原動力となる。
・機動性を持つ。
・個別に多様なサービスを提供できる。

【企業の特性】
・経済的価値が行動の原理となる。
・利益の追求を目的とする。
・対価に応じたサービスを提供する。

【行政の特性】
・平等・公平を原理とする。
・全体の福利増進など社会的活動を目的とする。
・画一的・平均的・安定的なサービスを提供する。

■各主体の特性の一例

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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「市民活動団体バス」は地域をつなぐ

富士山からの湧き水が町中に流れ、美しい「水の都」
と呼ばれていた静岡県三島市。上流地域の開発などに
伴って、湧水池や湧水河川が枯渇し、豊かだった水辺
自然環境も消滅の危機にさらされてきました。そこで
市内の8団体（三島ゆうすい会、三島ホタルの会など）
が協力し、水辺自然環境の再生と改善を目的に、
1992年9月、「グラウンドワーク三島実行委員会」を
結成。地域の環境改善のために、市民を主役に、行政
と企業を取り込み、三者による新しい地域総参加のま
ちづくりを進めていきました。このような協力関係か
ら相互の信頼関係が生まれ、まち全体が活性化されて
いき、現在では20団体が加盟し、「花とホタルの里づ
くり」「湧水の歴史を語るミニ公園」「三島梅花藻の里
づくり」「フラワー通り演出」等、約30のプロジェク
トが進行し、市民が幅広く参加しています。

特定非営利活動法人グラウンドワーク三島　事務局
〒411-0855 静岡県三島市本町7-30
TEL/FAX：055-983-0136
E-mail：mishimagw@ybb.ne.jp
URL:：http://www.gwmishima.jp/

【特定非営利活動法人　グラウンドワーク三島】

滋賀県高月町は江戸時代に朝鮮との外交・貿易で誠
信の交わりを実践した雨森芳洲の故郷。1984年、郷
土の賢人を称える記念館として「東アジア交流ハウス
雨森芳洲庵」が県・町・地元住民の協力で建設されま
した。地域住民が、この建物と調和する農村風景を守
ろうと、集落を流れる川に手作り水車を設置したり、
鯉を泳がせたり、花を飾るなどの活動を自主的に広げ
ていきました。「雨森まちづくり委員会」のきっかけと
なる「雨森野球部」は、野球を入り口にまちづくりに
関心のある住民や役場の職員など誰もが自由に参加し
て誕生し、住民と観光客を巻き込んでのイベント開催
など開かれたまちづくりを進めてきました。雨森芳洲
を縁に韓国との交流も始まり、韓国からはこれまで約
2,000人の青少年を迎え、雨森の中学生も韓国を訪ね、
地域住民の国際交流が続けられています。町と住民と
のまちづくりは、全国の朝鮮通信使縁地連絡会や県下
の自治会へ呼びかけての「景観
づくり草の根のつどい」の開催
など、地域を越えて協働が広が
っています。

雨森まちづくり委員会
〒529-0222 滋賀県高月町雨森1166
TEL/FAX：0749-85-5095

【雨森まちづくり委員会】

←
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市
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情
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く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。「
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
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て
、
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通
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作
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こ

と
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き
る
で
し
ょ
う
。

地
域
全
体
を
見
渡
す
と
、
一
緒
に
活
動
す
れ
ば
相

互
乗
り
入
れ
が
で
き
る
市
民
活
動
団
体
も
見
え
て
き
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す
。
バ
ス
の
路
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を
つ
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る
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で
、
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ら
に
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か
く
地
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入
る
こ
と
が
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、
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用
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に
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る
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が
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そ
れ
ぞ
れ
の
乗
り
物
の
情
報
を
う
ま
く
つ
な
げ
る

と
さ
ら
に
便
利
で
す
。
市
民
活
動
団
体
が
地
域
全
体

に
情
報
を
流
し
、
人
が
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み
を

幅
広
い
視
点
や
考
え
方
か
ら
豊
か
な
情
報
交
換
の
場

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
緩
や
か
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
る
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
場
で
す
。

淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
も
、「
協
働
サ
ロ

ン
」
を
実
施
し
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
の
つ
な
が
り
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

「
お
う
み
ネ
ッ
ト
」
の
紙
面
で
も
今
年
は
、
様
々
な

協
働
を
テ
ー
マ
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
社
会
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
人
や
団
体
が
、
う

ま
く
つ
な
が
り
、
活
動
を
広
げ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

組
織
を
超
え
て

『
人
』
が
出
会
う
場
を
作
る

特集●淡海とぴっくす

地域交流研究会
ディオス北千里専門店会事務局担当：井上
TEL：06-6872-0556

【地域プラットフォームの一例】

■地域交流研究会

大阪府吹田市にディオス北千里専門店会を中心に、地

域住民、NPOや市民グループ、周辺企業、市議会議員、

行政や教育関係者など実に様々な参加者が集まる「地域

交流研究会」があります。月に1回の情報提供や意見交換

を目的とした、地域の誰もが参加できる緩やかな交流の

場です。事業やイベント、地域での困り事を共有するこ

とで、異なる視点から意見やアイデアが出され、新しい

事業やつながりを生み出しています。

学校で聴覚障害の生徒に授業内容を要約筆記して伝え

るノートテイカーが、経費の削減で雇えなくなったと、

地域交流研究会で相談がありました。この研究会に参加

していた地域のNPOが調整してボランティアが集まり、

要約筆記が継続でき、生徒は無事卒業進学することがで

きました。このような協力が積み重なり、今では地域全

体で子どもを守ろうと、商店街と学校が協働した保護者

への安全防犯情報配信なども行われています。

6年間で培われ

たコミュニケーシ

ョンと信頼関係

が、協働を生み出

し、地域の活性化

に大きく貢献して

います。

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

■市民活動団体バスがつなぐまち
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和�話�

輪�

地域や社会を良くしていきたいと�
がんばっている市民活動・NPOを紹介します。�
興味を持たれた団体に連絡してみませんか？�

おうみネットを一緒につくりませんか？�
おうみネットサポーターを随時募集しています。�
興味のある方はセンターまでお問い合わせください。�

このコーナーは「おうみネット」発行をサポートする「おうみネットサ
ポーター」が市民活動団体・ＮＰＯの情報提供から取材・執筆まで
を行っています。�

わっ�「
あ
じ
さ
い
く
ら
ぶ
」
へ
、
よ
う
こ
そ
…
。
年
齢
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
誰
に
で
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

『
あ
じ
さ
い
』
の
花
言
葉
は
「
辛
抱
強
い
愛

情
、
元
気
な
女
性
、
そ
し
て
謙
虚
さ
」。
そ
ん

な
グ
ル
ー
プ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
吉
台
の
福
祉

を
語
る
会
「
あ
じ
さ
い
く
ら
ぶ
」
の
み
な
さ
ん

で
す
。
約
三
十
年
前
に
開
発
さ
れ
た
日
吉
台
団

地
（
約
一
六
〇
〇
世
帯
）。
そ
の
一
角
に
、「
あ

じ
さ
い
の
家
」
が
あ
り
ま
す
。
代
表
者
の
中
井

ま
り
え
さ
ん
は
、
十
六
年
前
を
振
り
返
り
な
が

ら
、「
そ
れ
は
、
主
婦
仲
間
の
お
し
ゃ
べ
り
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
家
族
の
介
護
の
話
題
か
ら
、「
高
齢
に
な

っ
て
も
、
障
害
を
も
っ
て
も
、
み
ん
な
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で

お
互
い
に
支
え
あ
え
る
環
境
を
作
ろ
う
」
と
の

熱
い
想
い
が
行
動
に
。
以
来
、
公
民
館
の
『
さ

ろ
ん
活
動
』
を
振
り
出
し
に
、〈
喫
茶
室
〉〈
歌

声
広
場
〉〈
ケ
ア
ル
ー
ム
〉〈
パ
ソ
コ
ン
教
室
〉

と
、
み
ん
な
の
輪
が

広
が
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
三
年

前
に
、
商
店
街
の
空

店
舗
を
借
り
上
げ

「
あ
じ
さ
い
の
家
」
と

し
て
定
着
し
た
今
で

は
、
年
間
の
延
利
用

者
数
は
約
四
千
人
、

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
百
歳
の
高
齢
者
ま
で
、
文
字
通

り
『
年
齢
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場
』
と
し
て
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
『
み
ん
な
の
家
』

に
成
長
し
ま
し
た
。『
あ
じ
さ
い
』
の
名
前
の

由
来
は
、「
あ
づ
さ
い
」
が
変
化
し
た
も
の
と

か
。
小
さ
な
花
が
「
あ
づ
」（
集
）
ま
り
大
輪

の
花
と
な
っ
て
人
々
を
癒
し
て
く
れ
る
、
そ
ん

な
想
い
で
名
づ
け
ら
れ
た
「
あ
じ
さ
い
く
ら

ぶ
」。
今
日
も
、
定
番
の
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

が
静
か
に
流
れ
て
き
ま
す
。「
ご
苦
労
も
大
き

か
っ
た
の
で
は
？
」
と
の
問
に
、
ス
タ
ッ
フ
は

サ
ラ
リ
と
「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。」「
わ
た
し
た
ち
こ
そ
、
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。」
と
…
。
あ
ら
た
め
て
、
花
言
葉
を

思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
荒
木
威
）

日吉台の福祉を語る会『あじさいくらぶ』（大津）�
特定非営利活動法人�話�

特定非営利活動法人
日吉台の福祉を語る会
あじさいくらぶ
代表●中井まりえ　設立●1992年
会員●97人　連絡先●大津市日吉台1-19-6
TEL/FAX：077-579-5843（火・金以外はFAXのみ）
e-mail：ajisai5843@ares.eonet.ne.jp
URL：http://www.geocities.jp/ajisai72000/

●塗装は、スタッフが手作業で。地域の人も、
趣味の腕を生かして手伝ってくれました。

●「あじさいくらぶ」でのお
誕生会。「長谷川さん。百
歳のお誕生日おめでとう。」

●ボランティアグループ
○（わ）の木曜サロン
の様子

●家棟川流域観光船で
子どもたちが漁師さ
んや船頭さんに楽し
く櫓のこぎ方を習い
ます。

●なつかしい童謡や歌謡曲と
ともに、ひとりひとりの想
い出がよみがえります。

話�

輪�

和�
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心
の
健
康
は
笑
顔
か
ら

「
環
の
郷
高
島
で
　
和
や
か
に
　
話
し
ま
せ

ん
か
　
笑
い
な
が
ら
　
輪
に
な
っ
て
（
相
見
互

い
や
お
互
い
さ
ま
で
…
…
…
」
グ
ル
ー
プ
名

〇
（
わ
）
に
込
め
ら
れ
た
思
い
で
す
。

こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
当
初
か

ら
続
け
て
い
る
の
が
、
手
作
り
昼
食
の
あ
る

「
木
曜
サ
ロ
ン
」。
旬
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ン
バ

ー
手
作
り
の
料
理
に
、
お
し
ゃ
べ
り
が
は
ず
み

笑
い
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

平
成
七
年
、
今
津
保
健
所
主
催
の
「
精
神
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
修
了
生
の
有
志

十
七
名
が
、
当
時
家
族
会
が
主
催
す
る
サ
ロ
ン

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
一
年

後
、
家
族
会
の

サ
ロ
ン
運
営
が

困
難
に
な
っ
た

時
に
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で

サ
ロ
ン
を
し
よ

う
！
』
と
グ
ル

ー
プ
が
誕
生
。

活
動
場
所
を
変

え
な
が
ら
「
木

曜
サ
ロ
ン
」
を
開
き
続
け
ま
し
た
。
高
島
市
内

で
唯
一
の
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
い
う
こ
と
で
、
木
曜
サ
ロ
ン
は
平
成
十
七
年

一
月
か
ら
高
島
市
の
委
託
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。年

二
回
の
お
出
か
け
交
流
会
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
、
バ
ザ
ー
な
ど
で
活
動
資
金
を
集

め
た
り
。
肩
肘
張
ら
ず
自
然
体
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
利
用
者
が
相
互
に
元
気
を
も
ら
い
な
が

ら
楽
し
く
活
動
で
き
る
の
が
長
続
き
の
秘
訣
だ

と
メ
ン
バ
ー
は
声
を
揃
え
て
い
い
ま
す
。

一
番
の
悩
み
は
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
。
ス
ト

レ
ス
社
会
の
現
代
、
心
の
病
を
か
か
え
る
こ
と

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
「
精
神

保
健
（
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
）」
が
正
し
く
理
解
さ

れ
る
こ
と
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
若
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
こ
と
を
願
い

な
が
ら
、『
心
の
健
康
に
は
笑
い
が
一
番
！
』

と
今
日
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
平
松
成
美
）

ボランティアグループ 〇（わ）（高島）�輪�

ボランティアグループ〇（わ）
代表●増田道夫　設立●1997年
会員●21名
連絡先●高島市今津町日置前2843-1
TEL/FAX：0740-22-2833

●春のお出かけ交流会
（高島市今津の宮の森公園で）

エ
コ
遊
覧
で
環
境
保
全
を
考
え
、

川
へ
の
思
い
を
つ
な
げ
て
町
お
こ
し
を
し
た
い

設
立
一
年
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
家
棟
川
流
域
観

光
船
は
、
子
ど
も
た
ち
や
市
民
に
手
こ
ぎ
の
屋

形
舟
に
乗
船
し
て
も
ら
い
、
漁
師
さ
ん
や
船
頭

さ
ん
の
話
を
聞
き
、
川
の
ご
み
を
実
際
に
見
て

も
ら
う
こ
と
で
、
山
・
森
林
・
田
畑
・
河
川
・

び
わ
湖
全
体
の
環
境
保
全
を
考
え
里
川
づ
く
り

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
三
七
三
名
が
エ
コ
遊
覧
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
乗
船
後
、
湖
魚
の
伝
統
食
を
味

わ
う
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

活
動
の
原
点
は
、
代
表
の
北
出
さ
ん
が
地
域

の
思
い
出
を
集
め
た
文
集
を
作
成
し
た
こ
と
で

し
た
。
五
〜
六
十
年
前
は
、
夜
に
な
る
と
蛍
が

飛
び
、
野
洲
川
の
美
し
い
伏
流
水
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
の
側
に
流
れ
、
川
の
水
で
風
呂
を
沸
か

し
、
米
を
炊
い
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
川
は

美
し
く
大
切
な
存
在
で
し
た
。

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
川
は
生
活
排
水
を

流
す
川
と
な
り
、
美
し
か
っ
た
家
棟
川
も
不
法

投
棄
や
大
雨
に
よ
る
生
活
ご
み
が
大
量
に
押
し

寄
せ
る
川
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
北
出
さ

ん
は
、
家
棟
川
や
琵
琶
湖
を
き
れ
い
に
し
た
い

と
い
う
思
い
で
つ
な
が
っ
た
仲
間
た
ち
と
ゴ
ミ

拾
い
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
ゴ
ミ
拾
い
は
結

果
対
策
で
あ
り
、
原
因
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
川
の
よ
さ

を
味
わ
い
ゴ
ミ
の
様

子
を
実
際
に
見
て
も

ら
い
た
い
と
、
み
ん

な
で
船
を
購
入
し
、

観
光
船
を
は
じ
め
ま

し
た
。
同
時
に
、
地

域
の
川
で
子
ど
も
達

と
一
緒
に
蛍
の
放
流

や
川
掃
除
も
し
て
い

ま
す
。
五
年
前
か
ら
蛍
が
飛
び
始
め
、
不
法
投

棄
も
減
っ
た
そ
う
で
す
。

北
出
さ
ん
の
「
一
人
一
人
に
と
っ
て
『
お
ら

が
川
』
に
な
ら
ん
と
い
か
ん
」
と
い
う
言
葉
に
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
原
田
優
美
）

家棟川流域観光船（野洲）�
特定非営利活動法人�和�やな  むね  がわ�

特定非営利活動法人
家棟川流域観光船
代表●北出肇
設立●2007年　会員●24人
連絡先●野洲市堤421番地　
TEL/FAX：077-589-2267

●素晴らしい景観の家棟川をエコ遊覧　

●桜の下で野点を楽しみました。●不法投棄された家棟川のごみ
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「滋賀の市民社会のカタチ
気楽に元気で」

－淡海ネットワークセンターの10年－
を発行しました。

タイトルの「気楽に元気で」は、「余計な
力を抜いて一歩踏み込むことから全てが始
まる。そして、楽しく続けましょう」と、
市民活動への呼びかけの意味を込めており、
若者や市民活動に関心を持ち始めた人たち
に、希望を持って市民活動に入っていただ
くきっかけになる読み物として編集してい
ます。
第1部「市民社会をかたちづくる人々」で
は、滋賀らしい活動に取り組む人に市民活
動の苦労とやり甲斐を自らの言葉で表現し
ていただいたほか、明日を担う若い人たち
に市民活動に関わる戸惑いや課題、夢を座
談会で語っていただき、身近にある市民活
動への入り口を示せるようにしました。
第2部「淡海ネットワークセンター10年
のあゆみ」では、淡海
ネットワークセンター
設立の経緯とあゆみに
ついての解説とデータ
を掲載しています。
A5版ソフトカバー

152ページで、1,470
円（本体1,400円）。
主な書店で販売してい
ます。

市民活動団体・NPOのミーティングや交流の
ためのスペースとして、ふらっとルーム「ミーテ
ィングスペース」を無料でご利用いただけます。
1か月前から予約ができます。ホワイトボードと
予約ノートに書き込んでご利用ください。
◆利用時間
水曜日（祝日以外）9：00～21：00
火･木･金･土･日･祝日：9：00～17：00
◆休館日：月と祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館）

NPOの設立・運営についての講座です。NPO法
人の設立を考えている方、団体の運営について分か
らない点のある方、お気軽にお越しください。
◆日時：第2水曜日19：00～20：00

第4金曜日14：00～15：00
◆場所：淡海ネットワークセンター　ふらっとルーム
※参加希望の方は、前日までに電話・E-
mail・ファックスなどでお名前と参加人数
をお知らせください。

市民やNPOの活動が、市場メカニズムの中で
サービスや事業として展開され、持続的・発展的
に社会的な価値を生み出す動きが注目されていま
す。こうした、市民事業に取り組む人に求められ
る能力を養うことを目的に開催します。
詳しくはホームページをご覧ください。

◆内容
第1回／オープニングサロン「事業化のため
の意志決定プロセスを学ぶ」
日時：6月22日（日）13：30～16：00
講師：鈴木亨氏（NPO法人北海道グリーンファンド事務局長）

松田直子氏　未来塾3期生／NPO法
人薪く炭くKYOTO（しんくたんくき
ょうと）代表（株式会社Hibana）

※第1回オープニングサロンのみ一般公開
第2回／「地域の課題を解決する事業を組み立てる」
日時：7月26日（土）10：30～16：00
講師：田辺大氏（有限会社フォレスト・プラクティス代表）
第3回／「コーチングから答えの引き出し方
を学ぶ」＆「中間報告会」
日時：8月23日（土）10：30～16：00
講師：日野公三氏（NPO法人日本ホームス
クール支援協会副理事長）（株式会社アット
マーク・ラーニング　代表取締役社長）
第4回／発表会「市民事業をつたえる」
日時：9月6日（土）10：30～16：00
◆会場：県民交流センター（ピアザ淡海）
◆対象：社会起業、コミュニティビジネスに
興味のある社会人・学生、活動の事業化や組

織基盤の強化をめざすNPO・市民活動団体、
おうみNPO活動基金への応募検討中の団体
◆定員：20名程度
◆受講料：7,000円（全4回総額）
オープニングサロンのみの場合：2,000円
◆申込：お名前・住所・電話・Eメール・所属を明記
のうえ、6月12日（木）までに、郵送・FAX、Eメー
ルで、淡海ネットワークセンターまでお申込ください。

2006～2007年度開催「企業とNPOの
対話の夕べ」の内容をまとめたブックレッ
ト「企業とNPOとの協働の可能性を拓く」
（定価500円・送料別）を発刊しました。
コミュニティ・ビジネス、事業型NPOに
取り組みたい方にオススメの一冊です。
購入希望の方は、氏名・住
所・電話番号と希望冊数を明
記のうえ、FAXまたはメール
で、淡海ネットワークセンタ
ー（担当：鷹野）までお申込
みください。

NPOの基盤強化を支援する「おうみNPO活動基金助成」の対象事業を以下の区分により9月
に募集する予定です。詳しくは次号でお知らせします。

（財）淡海文化振興財団�

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階�
■TEL 077-524-8440　■FAX 077-524-8442�
■http://WWW.ohmi-net.com ■E-mail:office@ohmi-net.com

ご利用日時●月曜日と祝日の翌日を除く毎日（12/29～1/3を除く）�
火・木・金・土・日・祝日／9:00～17:00　水曜日（祝日以外）／9:00～21:00

●淡海ネットワークセンターの情報交流誌「おうみネット」は次のところに配布しています。�
・各地域振興局、県民情報室、県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、文化産業交流会館、�
陶芸の森、草津まちづくりセンター、県社協ボランティアセンター、大津市生涯学習センター、�
栗東芸術文化会館さきら、滋賀銀行、びわこ銀行、滋賀県信用組合、公民館など�

編集後記�

共感とマーケットで地域課題を解決したい人のための
「市民事業化連続講座」

市民活動ふらっとルームを
ご利用ください！

NPOミニ講座のお知らせ

第7回（2009年）おうみNPO活動基金助成
今年度も9月に募集します

ブックレットNo.27
「企業とNPOとの協働の可能性を拓く」

発刊

自主事業助成�

実現可能な先駆的、波及性
を期待させる取り組みで、
組織の基盤強化につながる
もの�

協働事業助成�

他の主体との協働により社会
的課題を解決する取り組み�
①協働事業可能性調査�
②協働事業実施�

NPO活動支援機能助成�

滋賀県内の地域において、
市民活動・NPOを支える
組織が支援機能を充実する
取り組み�

まち普請事業助成�
(施設整備対象)

NPOの継続的な事業実施に必要
な施設を整備する取り組みで、
市民の多様な交流促進やまちな
かの景観向上に役立つもの�

注)上記は昨年度募集の内容ですので、変更になる場合があります。�

自己啓発の機会に･･･スタッフの方々のパワーに脱帽。あれも、これも書
きたい。熱い想いを伝えきれないふがいなさだけが空回り。しかし、す
べてが、自分自身を成長させてくれる、自己啓発の機会を与えていただ
いたものと、感謝しています。（おうみネットサポーター　荒木威）

“笑顔”いっぱいの木曜サロンに参加後、たくさんのメンバーが集まる打
ち合わせ会で取材。熱い思いや社会的必要性等を限られた文字数でいか
に伝えるか苦労しましたが、新たな発見と出会いをいただいたことに感
謝です。（おうみネットサポーター　平松成美）

おうみネットサポーターの先輩のアドバイスに支えられ、初めての取材
を終えることができました。先輩には、「心で聞く大切さ」を教えていた
だいた気がします。とても素敵な気づきをありがとうございました。
（おうみネットサポーター　原田優美）


